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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】日本では、現在インフルエンザ A型と B型に対して 4つのノイラミニダーゼ阻害薬が処方さ
れている。インフルエンザ患者の背景やその臨床経過を知ることは、適切なノイラミニダーゼ阻害薬
の選択のために重要である。 

















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 






2013 年 12 月 1 日から 2014 年 4 月 30 日までに大阪府下の協力医療機関においてインフルエンザ
と診断されノイラミニダーゼ阻害薬が処方された患者に、処方医師より葉書アンケートを渡し、患者
の背景や体温の経過を記載後に投函してもらった。葉書アンケートの回収率は 31％（1050 枚中 326
枚）であった。年齢、性別、インフルエンザ型、処方薬の記載不備例を除外し、307 人の患者を解析
対象とした［150 人が 10 歳未満(A 型 118 人、B 型 32 人)、157 人が 10 歳以上（A 型 114 人、B 型
43 人）］。10 歳未満の患者では、多変量解析においてインフルエンザ型が早期の解熱に関連していた






全例 5 歳以上であり、吸入に不安がある 5 歳から 9 歳の年齢層においても 1 回のみの吸入薬である
ラニナミビルが一定の効果があることをしめしている。 
以上のことから、本研究は今後のインフルエンザ診療における患者背景にあわせたノイラミニダーゼ
阻害薬の選択に貢献するものと考えられる。従って、本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値
するものと判定された。 
 
 
